
２０１9年2月4日（月）

１３：３０～16:30
東京大学本郷キャンパス
工学部５号館２階 233A号室

ヒュームフードを
考えよう

２０１8年度
レ ー ゼ ミ ナ － ル

REHSeminar

開講！

REHSE勉強会 「REHSeminar」のお知らせ

大学等研究機関や
企業が抱える様々な課題に
ついて、セミナー形式で行

う勉強会です。本勉強会は、
テーマに沿った頭出しとな
る講演や話題提供を行った
後、皆でディスカッション

を行います。



NPO法人 研究実験施設・環境安全教育研究会

Research for Environment, Health and Safety Education

REHSE 事務局

E-Mail：jimukyoku@rehse2007.com
T E L ： 0 8 0 - 4 3 8 3 - 2 0 0 7
〒277-8563 千葉県柏市柏の葉5-1-5
環境棟468号室 東京大学 大島教授室内

問い合わせ先

『フード屋の業（わざ）』 がリリースされました。
（http://www.rehse2007.com/hoodya_no_waza/Index.html）

私たちが実験で多用するヒュームフードなどの「局所排気装置」。
局所排気装置は私たちの命を守る箱ですが、その気流や排気などは相当
にナーバスです。定期的な点検も義務付けられているなど、上手な運用
には知っておかなければならないことがたくさんあります。

「フード屋の業」はREHSEの中でもヒュームフードメーカーなどの実
験･研究室に係わるプロの会員メンバーが中心となって、アカデミア会
員メンバーの意見も参考にしながら制作され、この度公開されました。

なぜ、こういったコンテンツが必要だったのか、メーカーの思いとユー
ザーの思いとのギャップ・・・今一度、ヒュームフードのことを考えて
みます。

また、第２部ではワークショップを行い、メーカーとユーザーが共同で、
ヒュームフードの使い方、特注対策など、具体的な提案を考えます。

講師・コーディネーター：
春原伸次（ダルトン）、中田正仁（ヤマト科学）、堀江正己（オカムラ）
富田賢吾（名古屋大学）、林瑠美子（名古屋大学）

2018年度 テーマ
「フード屋の業」公開記念！

「ヒュームフードを考えよう」

 応募者多数の場合、先着順で締め切らせて頂く場合があります。

 参加申込方法：以下の申込みフォームよりお申込みください。
https://goo.gl/forms/fRNintsuS8JckI2B2

 参加費：参加費として3,000円（会員）、5,000円（非会員）
※当日、会場にてお支払いください。


